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章 計画の策定 あた  

 
 計画策定の趣旨 

本県 ，平成 年度 令和 年度 計画期間 宮城県 ー 推進計画
策定 ， ー 通 活力 絆 あ や 創 う 理念 ， 県民一人

様々 形 ー 楽 ，家族や地域社会 強い絆 ，東日本大震
災 乗 越え，活力 満 幸福 豊 や 目指 姿 ，本県 ー 推進
取 組 。   

計画期間中 夏季・冬季合わ 回 ン ・ ン 競技大会 開
催 ，各大会 本県ゆ 選手 多数出場 獲得 い 。選手 活躍
県民 感動 勇気 与え ， 輝 い功績 県民一体 歓喜 。 
特 ，令和 (2021)年 開催 東 ン ・ ン 競技大

会 以下 東 大会 いう。 復興五輪 位置付 ，大会 象徴
聖火 ー 東日本大震災 復興 目指 沿岸部 中心 ー 行わ
，宮城県総合運動公園宮城 ー競技 開催 。多 県

民 大会運営 支え ，宮城 地 い 世界 ー 躍動 ，
ー 感動や喜 直 感 絶好 機会 ，本県 ー
推進 い 大 意義 持 。 

，令和 (2020)年 世界的 規模 新型 感染症 拡大
急速 進 ，感染防止 観点 様々 ー 活動 中止・延期等 余儀

，県民 ー 親 機会 失わ ，社会全体 重大 影響 受
。 

ー 関係 全 県民 ， う 状況 打開 ，感染症対策 徹底
ー ン や大会 開催 尽力 ， 技術 活用 新 生活

様式 沿 ー 活動 実施 ，様々 創意工夫 凝 ー 通
人々 勇気 ，社会 活気 取組 続 。 

，本県 い ，令和 年度 ー 振興課 新設 ，教育委員会 学校体
育以外 ー 関 事務全般 知事部局 移管 ，社会的課題 柔軟 対
応 ，更 県民 健康増進，地域 活性化及 経済発展 推進 組織体
制 構築 。 

う 中，令和 (2022)年 月 日 我 国 今後 ー 施策 方向
性 示 第 期 ー 基本計画 策定 。国 計画 受 ，本県
ー 取 巻 社会全体 変化等 踏 え ， 宮城県 ー 推進計画
理念 継承 ， ー 価値 高 う，将来 本県 ー あ
姿や目標 定 ， 実現 向 取 組 施策 明 ， 第 期宮

城県 ー 推進計画 策定 。 
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 計画の位置付け 

本計画 ， ー 基本法 平成 年法律第 号 第 条 基 ，国 第
期 ー 基本計画 参酌 策定 地方 ー 推進計画 位置付 。 

，県政運営 基本指針 あ 新・宮城 将来 ン 踏 え 部門別計画
，関連 計画 連携 図 ，本県 ー 推進 向 取 組 方

向性 示 。 

 

 計画の期間 

本計画 ，令和 年度 初年度 ，令和 年度 終期 年計画 。
図  

，具体的 取組内容や目標・成果 指標 い ，計画 進捗状況，社会情勢，
国 政策動向等 変化や， ー 関 県民 ン ー 調査 結果 応 ，中間
年度 令和 年度 必要 見直 実施 予定 。 

 

 
図  各計画の期間 

 

 持続可能 開発目標 ＳＤＧｓ* の関係 

平成 (2015)年 月 国連 採択 持続可能 開発目標 SDGs ，誰
一人取 残 い 理念 ，持続可能 多様性，包摂性 あ 参画型社会 実現

ー ， ー 構成 ，令和 (2030)年 目標年
世界共通 目標 。 

全 人 ，あ ゆ ー * い ， 希望 応 様々 ー
関わ 方 選 う 必要 。 ，地理的 制約，年齢，

性別，障害や疾病 有無，国籍，経済的 状況等 わ ，誰 ー 恩恵
受 ，日常生活等 様々 課題 解決 ，心豊 暮 Well-being

真 実感 誰一人取 残 い ー 立県 実現 目指 必要 あ ，
本計画 い ， SDGs 特徴や内容 反映 ，持続可能性 追求 ー
推進 取 組 。 

Ｈ
(2012)

Ｈ
(2013)

～
Ｒ

(2021)

Ｒ
(2022)

Ｒ
(2023)

～
Ｒ
(2030)

Ｒ
(2031)

Ｒ
(2032)

ポ 基本計

新 宮城 将来 ン

宮城県 ポ 推 計

第 期 第 期 第 期

第 期 第 期
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SDGs１７のゴール 

 

 ー の価値 

令和 (2022)年 月 国 策定 第 期 ー 基本計画 ， ー 価値
， ー 有 価値 ， ー 通 他 分野 貢献 ，優
効果 波及 ，様々 社会課題 解決 いう ー 社会活

性化等 寄与 価値 二 観点 あ 示 い 。 

，実際 多 県民 経験 二 出来事 わ 。 

一 目 ，平成 23 2011 年 発生 東日本大震災後 ー 通 行わ 被
災地 支援活動 。発災後 国内 世界中 ー や ー 団体
避難所 被災者 駆 ，支援活動 始 。特 教育関係施設や仮設住
宅 い ，様々 世代 被災者 対 ，様々 運動機会 提供 ，地域住民 ふ
あい 通 ，多 県民 笑顔 活力，勇気等 与え 。 

，発災 約 ヶ月後 野球や ー 再開 ，県民 活躍 姿
見 ，応援 復興 明 い希望 ， ー 通
活動全 ，県民 心身 健康 取 戻 力 。 

二 目 ，令和 (2020)年頃 新型 感染症 世界的 拡大 ，
日々 生活 い ー 携わ 活動機会 失わ 。 東 大会

，様々 ー 大会 開催や日常 運動機会等 制限 事態
， ー 日頃 我々 生活や社会 活力 与え ，優 効果 及

重要 価値 持 い 改 認識 。 

う 経験 ー 有 価値 ， ー
基本 ， え いう三 観点 え 考え 。 

いう観点 ，多様 ー 気軽 楽 機会 場 通 ，人 人
触 合い 仲間意識や人 温 感 機会 生 ，人間 育 ，
人々 生活や心 豊 。 
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いう観点 ，選手 試合や競技 挑戦 姿 観 得
感動 加え， 応援 通 ，選手 観客 一 一体感

や帰属意識等 得 。 

え いう観点 ，大 ー 大会 成功 ，試合
や競技 挑戦 選手 支え ー ン や，様々 科学的 ー や知見 有
指導者 多 人々 不可欠 あ ，加え ， ー ン 防止活動や紛争解決等
ー ・ ン * 確保 関係機関 存在 必要 。 

次 ， ー 社会活性化等 寄与 価値 い ， ー 通 地域
社会 再生 ， 健康 活力 満 長寿社会 実現 ， 国民経済 発展 ， 国際相互理解
促進 等 進 ，社会 活性化・課題 解決 寄与
あ 。 

，地域 ー 活動 通 社会的孤立 解消 課題解決
寄与 。  

以上 ，県 ，家庭 学校等 教育機関や ー 関係団体等 連携 ，
ー 有 価値 ー 社会活性化等 寄与 価値 普及

努 ，次世代 継承 い う 取 組 ， ー 多様性 可能性 追求
い 重要 責務 一 あ 考え 。 

 

 本計画 け ー の捉え方 

ー 基本法 い ， ー 世界共通 人類 文化 あ ， 心身 健全
発達，健康及 体力 保持増進，精神的 充足感 獲得，自律心 他 精神 涵養等

個人又 集団 行わ 運動競技 他 身体活動 い 。 

身体活動 い ，相応 ー消費 伴う活動全般 あ 捉え ， ー
基 い 記録や勝敗 競う運動競技 ，健康 ー ン や

気分転換 散歩，仲間 楽 ー ンや自然 親 ン ，
心身 健全 発達や健康・体力 保持，精神的充足感 獲得 目的 持 意

識的 体 動 行為全 ー あ いう いえ 。 

う ， ー 広 捉え ，全 県民 あ ゆ ー 応
ー 参画 促進 ， い 楽 や喜 い 県民 幸福 大

寄与 ，本計画 い ー 基本法 ー
考え方 基本 ， 楽 や喜 い 心豊 暮 Well-being 実感

，個人又 集団 自発的 参画 通 目的 持 意識的 行うあ
ゆ 身体活動全 ー 捉え 。 

，今後 加速 AI や IoT*技術 進歩 ，Society . * 社会 新
い ー ン 開発 視野 入 ，柔軟 ー 捉え 必要 あ

。 
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第 章 の取組 課題解決 向け  

 
 の取組の検証 

 

宮城県 ー 推進計画 け 取組の検証 

宮城県 ー 推進計画 平成 年度 令和 年度 計画 い ，
ー 通 活力 絆 あ や 創 う 理念 ，目指 姿 実現 向 三

施策 柱 目標 掲 取組 展開 。 

 

 

  施策の柱                       目  標   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生涯 わた

ポ 活動 推

 

○ 県民 誰 い こ い 性別や 害

有無を問わ 安全 ポ を 支え 活動

を推 い 。 

 子 体力 全国水準を上回  

 成人 回以上 ポ 実施率 人 人 ％程度  

回以上 ポ 実施率 人 人 ％程度  

年 回以上 ポ 実施率 増加 

 競 力向上 向

けた ポ 活

動 推  

○ ニ 期 一貫 た強化体制を構築 い 。 

 国体総合成績 位台 維持 

 オ ン ク け 本県選手 輩出 

 オ ン ク パ ン ク け 本県出身 メダ ト

輩出 

 ポ 活動を

支え た 環

境 充実 

○ 県民 主体 た地域 ポ 環境を整備 い 。 

 総合型地域 ポ ク * 県内全市 へ 設置  
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目標の達成状況 

 
施策 柱 目標 現状 

 生涯 わた ポ

活動 推  

子 体力 全国水準を 回

 

中学 年生男子を除  

全国水準を 回 い 。 

和 年度全国体力 運動能力

運動習慣等調査  

Ｐ 図 参照 

成人 回 ポ 実

施率 人 人 ％程度  

. ％ 

和 年度 ポ 関 県民

ンケ ト調査  

Ｐ 図 - 参照 

成人 回 ポ 実

施率 人 人 ％程度  

. ％ 

和 年度 ポ 関 県民

ンケ ト調査  

Ｐ 図 - 参照 

成人 年 回 ポ 実

施率 増加 

Ｈ 年度 . ％ 

Ｒ 年度 . ％ 

和 年度 ポ 関 県民

ンケ ト調査  

Ｐ 図 - 参照 

 競技力向 向けた

ポ 活動 推  

国体総合成績 位台 維持 

直近大会総合成績 位 

和 年 第 回大会  

Ｐ 図 参照 

オ ンピ ク け

県選手 輩出 

計 期間 年  

年  

人輩出 

オ ンピ ク パ ンピ ク

け 県出身 メ ト

輩出 

計 期間 年  

年 県出身 県

ゆ 選手 

メ ト 人輩出 

 ポ 活動を支え

た 環境 く

充実 

総合型地域 ポ ク ブ 県

内全市 村へ 設置 

設置率 . ％ 

市 村 和 年度

現在  

Ｐ 図 参照 
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達成状況の検証 

平成 (2011)年 月 日 発生 東日本大震災 ，本県 極 甚
大 被害 受 ， う 中 い ー 活動 県民 心身
健康 笑顔・勇気 ，復興 向 う原動力 ，改
ー 持 力 多 県民 再認識 。特 ，復興五輪 理
念 一 掲 東 大会 い ，本県ゆ 選手 多数参
加 ，大い 活躍 県民 大 感動 与え 。 

一方 ，令和 (2020)年 新型 感染症 世界的 流行 ，感
染予防対策 人 人 接触 機会 減 施策 ， 伴い運
動や ー 触 機会 激減 う 社会情勢 。 

う 激動 時期 推進 現行計画 三 施策 柱 う 生涯
わ ー 活動 推進 い ，子 体力 全国水準 上回
いう目標 対 ，全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果 ，中学 年生男
子以外 体力合計点 全国値 低い状況 続い い 。成人 週 回以上
ー 実施率 目標 大 下回 ，実施率 前回調査 増加傾

向 あ 。 

，成人 週 回以上 ー 実施率 全国調査 比較 低調 あ
，目標 近 結果 。 ，年 回以上 ー 実施

率 激減 ， ー 行 い 方 行 い い方 二極化 更 進 い
う結果 。 ，新型 感染症 影響 考え
，今後 動向 注視 い 必要 あ 。 

二 目 施策 柱， 競技力向上 向 ー 活動 推進 い ，
ン ・ ン 及 ー ン い 目標 選手
多数輩出 。一方，国民体育大会 順位 い ，平成 

(2001)年開催 や 国体以降 低迷 続い ， 位台 維持 いう
目標達成 ， 関係団体 連携・協力 ，競技力強化 図 必要 あ
。 

三 目 施策 柱， ー 活動 支え 環境 充実 い
，総合型地域 ー 設置 至 い い市町村 あ ，引 続
，住民 ー 環境 基盤整備 向 全市町村 設置 目指 ，
中学校等 運動部活動 地域移行 受 皿 役割 期待
，活動内容 充実 向 支援 い 必要 あ 。 
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 国の動向 

平成 (2015)年 月 ，文部科学省や厚生労働省 複数 省庁 担 い 役割，
施策 総合的 調整 ， ー 行政 一体的 推進 ， ー 庁 設置
。 ー 庁 ， ー 基本法 趣旨 踏 え， ー 通 国民 生涯

わ 心身 健康 文化的 生活 営 社会 実現 目指 ，
国 ー 施策 中核 担 い 。 

， ー 施策 推進 当 ，平成 (2017)年 月 第 期 ー 基
本計画 ，令和 (2022)年 月 第 期 ー 基本計画 策定 ，

ー 基本法 理念 具体化 ，国，地方公共団体及 ー 団体等 一体
ー 立国 実現 目指 上 重要 指針 位置付 い 。 

第 期 ー 基本計画 い ， ー 取 巻 環境や社会的状況 進展・
変化 踏 え，国民 ， ， え 真 実現 社会 目指

，新 社会 変化や状況 応 ，既存 仕組 わ 柔軟 対応
ー ／ いう視点， 様々 立場・背景・特性 有 人・組

織 あ ， 活動 ， 感 ー 取 組 社会
実現 目指 いう視点， 性別，年齢，障害 有無，経済的事情，地域事情等

わ ，全 人 ー う 社会 実現・機運 醸成 目指
いう視点 必要性 謳わ い 。 
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出典：第 期 ー 基本計画 概要 ー 庁  
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 本県 け 社会の現状 

 

人口 

本県 人口 平成 (2003)年 推計人口 万 , 人 ー 減少 転
。平成 (2012)年及 (2013)年 震災 伴う復興需要 影響 あ 微増

，平成 (2014)年 再 減少 転 ，減少傾向 継続 い 。 

令和 (2020)年 国勢調査 宮城県 人口 ， 万 , 人 ，年少人口 

歳未満 割合 . ％，生産年齢人口 ～ 歳 割合 . ％，老
年人口 歳以上 割合 . ％ い 。 図  

 
                                     出典：令和 年国勢調査人口等基本集計結果 確定値 総務省   

図  宮城県 け 人口の推移 

 

合計特殊出生率* 

本県 合計特殊出生率 ，低下傾向 あ 。平成 (2004)年・ (2005)年   

. 低下 後，平成 (2006)年・ (2007)年・ (2008)年 年連続 前
年 上回 ，平成 2015 年 . ー 低下傾向 転 ，
令和 (2020)年 . 前年 . . ン 下回 過去最低 。
図  
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出典：令和 年人口動態統計 厚生労働省                    

                                           令和 年人口動態統計 確定数 の概況 宮城県保健福祉総務課  
図  出生数及び合計特殊出生率 

 

将来人口 

 国立社会保障・人口問題研究所 推計 ，令和 (2030)年 宮城県 人口 約
万 , 人，令和 (2045)年 約 万 , 人 見込 い

。生産年齢人口 ～ 歳 及 年少人口 歳未満 ，今後更 減少
，老年人口 歳以上 増加 ，令和 (2045)年 高齢化率* . ％ 達
見込 い 。 図  

 
図  宮城県の将来人口 

 

 

 



- 12 - 

平均寿命* 健康寿命* 

平均寿命 医療福祉 充実 年々延伸 ，平成 (2015)年 平均寿命 男
性 . 歳，女性 . 歳 い 。 図 ，図  

，健康寿命 延伸傾向 あ ，令和 (2020)年 い ，男性 . 歳，
女性 約 . 歳 い 。 図 ，図  

 

 

 
出典：令和 年度版 ータ た や の健康 宮城県健康推進課  

図  平均寿命の推移 男性  

 

 

 
出典：令和 年度版 ータ た や の健康 宮城県健康推進課  

  図  平均寿命の推移 女性  
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出典：令和 年度版 ータ た や の健康 宮城県健康推進課  

図  健康寿命の推移 男性       

  

 

 
 

出典：令和 年度版 ータ た や の健康 宮城県健康推進課  
図  健康寿命の推移 女性  

 

 

健康状態 

ン ー 内臓脂肪症候群 ，心疾患や脳卒中 様々 生活習慣
病 引 起 。本県 令和元年度 ン ー
該当者及 予備群 割合 . ％ ，全国値 上回 状態 続い い
。 図  

，子 健康 い ，肥満 予防 重要 い
，本県 肥満傾向児出現率 全国値 高い傾向 あ ，令和 年度 全年齢 全国

値 上回 い 。 図 ，図  
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出典：令和 年度版 ータ た や の健康 宮城県健康推進課  

 

図  タ ン ー 該当者及び予備群の割合の推移 

 

 
出典：令和 年度学校保健統計調査 確報値 文部科学省  

図  肥満傾向児の出現率 男子  

 

 
出典：令和 年度学校保健統計調査 確報値 文部科学省  

図  肥満傾向児の出現率 女子  
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世帯数・家族形態 

本県 令和 (2020)年 一般世帯数 , 世帯 ，平成 (2015)年
, 世帯 比較 , 世帯，約 . ％増加 い 。 

一方，一般世帯 世帯人員 . 人 ，平成 (2015)年 . 人 .

人減少 い 。 図  

，令和 (2020)年国勢調査結果 ，高齢者 歳以上 い 世帯  

, 世帯 一般世帯数 占 割合 . ％ ， う 高齢夫
婦世帯* , 世帯，単身世帯 約 , 世帯 い 。 表  

 
      出典：令和 年国勢調査人口等基本集計 総務省  

図  宮城県の一般世帯数及び 世帯あた 平均人員の推移 

 

 
出典：令和 年国勢調査人口等基本集計 総務省  

表  宮城県の高齢者世帯数の推移 
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就業形態   

平成 (2017)年 就業構造基本調査 ，本県 有業率 歳以上人口
占 有業者 割合 ，男性 . ％，女性 . ％，全体 . ％ い
。 図 -  

，年齢階級別有業率 ，男性 台形型，女性 字型 示 い 。 

図 -   

 

 
 出典：平成 年就業構造基本調査宮城県調査結果の概要 宮城県統計課  

図 -  宮城県の有業率の推移 

 

 

 
出典：平成 年就業構造基本調査宮城県調査結果の概要 宮城県統計課  

図 -  宮城県の年齢階級別有業率 
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総実労働時間 

平成 (2017)年 月，政府 働 方改革実行計画 策定 ，長時間労働 是正や
柔軟 働 方 や い環境整備，子育 ・介護等 仕事 両立，障害者 就労等 取
組 。 

総実労働時間 い ，全国 比 宮城県 総実労働時間 方 上回 い
， 推移 減少傾向 あ 。 図  

 
注 1.事業所規模 人以上 

出典：毎月勤労統計調査 厚生労働省  

図  宮城県の総実労働時間 

 

障害者手帳の交付状況 

令和 年度末 本県 身体障害者手帳所持者数 , 人，療育手帳所持 

者数 , 人，精神障害者保健福祉手帳所持者数 , 人 ，障
害者手帳所持者総数 ，延 , 人 い 。 

年々，障害者手帳所持者総数 増加傾向 あ ，特 療育手帳及 精神障害者保健福祉 

手帳 所持者数 増加傾向 あ 。 図  

 
参考：宮城県障害福祉課 

図  宮城県の障害者手帳の交付の推移 
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要介護者等の状況 

  高齢化 進行 伴い，要介護・要支援 状態 高い 後期高齢者
数 徐々 増加 ，高齢者全体 占 要介護者等 増加 い
予想 い 。 表  

 
出典：第 期 や 高齢者元気 ン 宮城県長寿社会政策課  

表  宮城県の要介護・要支援認定者の推計 

 

交流人口* 

本県 交流人口 ，近年，沿岸部 中心 ン や観光集客施設 開業 伴
い，観光客入込数 宿泊観光客数 東日本大震災以前 水準 超え，令和元(2019)年
過去最多 更新 。 ，令和 (2020)年 ，新型 感染症 影響

，観光客入込数 前年 比 , 人減 , 人 ，約 . ％
減少 ，宿泊観光客数 前年 比 , 人減 , 人 ，約 .  

％減少 。 図  

 

 

 
出典：観光統計概要 宮城県観光政策課  

図  宮城県の観光客の推移 

東
日
本
大
震
災 

新
型
コ
ロ
ナ 
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在留外国人数* 

在留管理制度 改正 現在 統計 始 平成 (2012)年以降，県内 在留外
国人 毎年増加傾向 あ ，令和 (2020)年 新型 感染症 影響

減少 ，県人口 占 割合 . ％ い 。 図  

 

 
参考：宮城県国際化協会，宮城県統計課 

図  宮城県の在留外国人の推移 

 

 

 本県 け ー の現状  

 

ー 実施率・運動習慣 

令和 年度 ー 関 県民 ン ー 調査 以下 県民 ン ー 調査 い
う。 ， 歳以上 週 回以上 ー 行 い 人 割合 . ％ ，
前回 平成 年度 調査 . ％ . ン ， 週 回以上 . ％
，前回 . ％ . ン 増加 。一方 行 い い

人 割合 . ％ ，前回 . ％ . ン 増加 ，運動・
ー 取組 二極化 見 。 図 － ，図 ―  

， ー 実施率 い 男性 女性 比較 場合，女性 実施率 低い傾向
あ ， ，年代別 比較 ，男女 週 回以上 ー 実施率 歳
以上 最高値 い 。 図 － ，図 －  

次 ，令和 年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査 ，本県 小学 年生 う
， 週間 総運動時間 分※ 少 い者 割合 ，男女 全国値

高い傾向 あ 。 図 －  

一方 ，中学 年生 ， 週間 総運動時間 分 超え 者 割合 ，男女
全国値 高い傾向 あ 。 図 －  

※ 分 ，運動習慣 身 い い 目安 日 分 運動 週
日間行 場合 時間 。 

参考 国の総人口 占  

 外国人の割合 . ％ 
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     出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課   

図 -  宮城県の 歳以上の ー 実施率 回数  

 

 

 

 
出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課   

図 -  宮城県の 歳以上の ー 実施率 全国 の比較  
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出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

図 -1 宮城県の ー 実施率 男性  

 
  

 
 出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

図 -  宮城県の ー 実施率 女性  
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出典：令和 3年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 ー 庁  

図 -  小学 年生の運動習慣 

 

 

 

 
出典：令和 3年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 ー 庁  

図 -  中学 年生の運動習慣 

 

子 の体力・運動能力 

令和 年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果 体力合計点 ，小学 年生
男子・女子，中学 年生 女子 全国値 低 い 。 

，全国 傾向 ，令和元年度 小中学生 男子・女子 体力合計点
低下 ，本県 い 全国 同様 低下傾向 転 い 。 図  
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出典：令和 3年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 ー 庁  

図  小学 年生，中学 年生体力合計点の推移 
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国民体育大会の成績 

平成 (2001)年 や 国体以降，国民体育大会総合成績 下降傾向 あ ，平成 

(2011)年以降 位以下 低迷 続い い 。直近 大会 令和 (2022)年
い ，総合成績 位 い 。 図  

※令和 (2020)年， (2021)年 国民体育大会 新型 感染症 影響
中止 。 

 
参考：宮城県 ー 振興課 

図  国民体育大会総合成績 

 

競技団体登録競技者数 

 令和 年度末現在 県 ー 協会加盟競技団体登録競技者数 , 人
，減少傾向 あ 。 図  

 

 
参考：宮城県 ー 振興課 

図  県 ー 協会加盟競技団体登録競技者数 国民体育大会競技  
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公認 ー 指導者 競技別指導者 資格保有者数 

令和 年度末現在 公益財団法人日本 ー 協会公認 ー 指導者 競技別指導者
資格保有者数 ， 人 い 。 図  

 

 
参考：宮城県 ー 振興課 

図  宮城県の公認 ー 指導者 競技別指導者 資格保有者数 

 

総合型地域 ー 数 

令和 年度末現在，県内 市町 設置 ，県内各市町村 設置
率 . ％ い 。 図  

 

 
参考：宮城県 ー 振興課 

図  宮城県内の総合型地域 ー 数・設立市町村数 
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ー 少年団数 

令和 年度末現在 登録 ー 少年団数 ， , 団 ，団員数 , 人
，団数・団員数 減少傾向 あ 。 図  

参考：宮城県 ー 振興課 

図  宮城県の登録 ー 少年団数・団員数 

 

健康・ ー 関 意識 

 県民の健康状況 

令和 年度 県民 ン ー 調査 ， 健康 あ 人 いえ 健康
あ 人 割合 . ％ ，前回 県民 ン ー 調査 健康 あ 人

あ あ健康 あ 人 . ％ 比較 ， . ン 低 い
。 図  

 
 出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

図  自分の健康状態 

％ 
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 運動・ ー 関 情報 い  

令和 年度 県民 ン ー 調査 ，運動・ ー 関 知 い情報
施設 有無や施設概要 ， 施設 利用方法 ， 大会・ ン 情報 多 ，前回・
前々回調査 変わ 上位 い 。 図 ・表  

  
  

出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  
図  運動・ ー 関 知 たい情報 複数回答  

 
    出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

表  運動・ ー 関 知 たい情報 複数回答  

 

 

 運動・ ー 情報の入手方法 

令和 年度 県民 ン ー 調査 ，運動・ ー 情報 入手方法
・ 番組 割合 . ％ 最 多 い 。 

， ・ 番組以外 入手方法 年代別 比較 ，若年層
ー ー ， ，高齢層 ， 新聞 ， 行政 出 刊行物・ ン

多 い 。 表 ・図  

 
        出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

表  運動・ ー 関 情報の入手方法 複数回答  

％ 
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 出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

図  上位 項目 年代別情報の入手方法 

 

 

二 県民の地域 ー 活動への参加 

    令和 年度 県民 ン ー 調査 ，地域自治体 主催 ー ・ ー
ン行事 参加 あ 人 割合 . ％ ，前回 . ％ ， .

ン 減少 ， 割合 減少傾向 あ 。 図  

 
    出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

図  地域の自治体 主催 ー ・ エー ョン行事への参加経験 

 

 総合型地域 ー の認知度 

令和 年度 県民 ン ー 調査 ，認知度 微増 い ，総合型地域
ー 知 い 人 割合 . ％ い 。 図  

％ 

％ 
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出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  
図  総合型地域 ー の認知度 

 

へ 障害者 ー へ関わ た事 あ 人の割合 

    令和 年度 県民 ン ー 調査 ，障害者 ー 行 い ・関わ 事
あ 人 割合 ， . ％ い 。 図  

 
 出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

図  障害者 ー の関わ  

 

 運動・ ー を 好 感 人の割合 

   令和 年度 県民 ン ー 調査 , 運動・ ー 好
， 好 感 人 割合 . ％ ，前回 . ％ . ン 減

少 ， 割合 減少傾向 あ 。 図  

 
 出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

図 3  運動・ ー を 好 感 人 

 

 

 

 

％ 

％ 



- 30 - 

チ 運動不足を感 人の割合 

   令和 年度 県民 ン ー 調査 , 運動不足 ， 大い 感 ， あ 程度感
人 割合 . ％ い 。 図  

 
出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

図 3  運動不足を感 人 

 

 1年間 運動や ー を行わ た理由 

令和 年度 県民 ン ー 調査 ， 年間 運動や ー 行わ 理由
， 仕事や家事 忙 い ， 新型 感染症 影響 日常生活 変
化 多 い 。 

，心理的要因 あ 面倒 い いう理由 上位 ，
女性 い ， 子 手 ， 運動・ ー 嫌い 回答
割合 ，男性 比較 多 い 。 図  

 
出典：令和 年度 ー 関 県民 ン ー 宮城県 ー 振興課  

図 3  年間 運動や ー を行わ た理由 

％ 
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東京 大会の取組 

復興五輪 理念 掲 開催 東 大会 ，開催前 都市 ン  

募集・研修，市町 海外選手団 ン交流， ー 普及促
進等 い 取組 県内各地 行わ ，大会 向 気運 醸成 図 。 

新型 感染症 影響 ，大会史上初 年開催延期 ，感染収束
見通 立 い中 大会 迎え ，多 関係者や県民 協力
あ ，本県 被災沿岸部 中心 聖火 ー 行わ ，復興 街 姿や復興支援
感謝 世界 発信 。 

，全国 競技会場 無観客 中，本県 万全 感染症対策 講 ，
有観客 ー競技 開催 ，延 約 , 人 方々 試合 観戦 。 

 

 
宮城県総合運動公園宮城 タ の様子 

 

ー チー 等 の連携 

本県 ，東北楽天 ー ン ー ， 仙台 ，仙台 ERS 及
仙台 ー ー 所属 ー ー ，

国内 主要 ー 活躍 ー ー あ 。 う ー ー ，行
政や各種団体 連携 ，地域 活性化や青少年 健全育成 貢献 地域共有 財産

い 。 

 

多彩 ー ー の開催 

本県 ，関係競技団体や企業，各自治体 協力，連携 東北・ や 復興
ソン ， 全日本実業団対抗女子駅伝競走大会 ーン 駅伝 in 宮城 ， 全日本大学女
子駅伝対校選手権大会 ， ー ・ ・東北 大規模 ー ー 大会等 数多
開催 い 。 う ー ン ，経済効果や交流人口 拡大 ー
介 地域振興 取組 大 役割 果 い 。 
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 課題 その解決 向け  

第 期宮城県 ー 推進計画 策定 当 ，第 章  取組 検証
や  本県 ー 現状 総合的 勘案 ，本県 課題 次

， 解決 向 施策 展開 。 

 

課題 ：生涯を通 た健康  

本県 ー 実施率 高齢者 除 全国値 低い状況 続い い 。 

， ン ー 該当者及 予備群 割合 や 子 肥満傾向児出
現率 全国値 上回 状態 続い い 。 ，県民 健康状態 認識 い
健康 い 回答 人 割合 多 い 。 

県民 ，あ ゆ ー い ，生 生 自己実現 図 社会活動
参画 ，適切 運動習慣 身 付 ， ー 健康 図 必要
あ 。 

 

課題 ：特色あ ち  

人口減少・少子高齢社会 進展 伴い，地域や経済 担い手 減少 ，地域 共助機能
低下 地域 衰退 ， 生活関連 ー 撤退
，地域 維持 困難 あ ，大 課題 懸念 い 。 

 今後 ，地域 ー 力 合わ ，広域的
ワー 構築 目指 ，行政 様々 ー 団体等 連携 ，地域 資源や特

色 生 ー ー * 力 入 ，地域 活性化 取 組 必要 あ
。 

 

課題 ：共生社会の実現 

本県 障害者手帳所持者 ， 人 令和 年度末現在 ，在留外国人数  

， 人 令和 (2020)年 12月末現在 。 

， ー 関 県民 ン ー 調査 ，女性 ー 実施率 低い
や県民 障害者 ー 関わ 機会 少 い 明 。 

誰 ， ー ， ， え 価値 受 う ，
多様 主体 年齢，性別，障害 有無，国籍等 関係 ー 参画 環境
推進 ，一人 自分 生 生 活躍 共生社会 目指 必要 あ
。 

 

課題 ：競技力の向上 

国民体育大会総合成績 ，平成 年度以降 位以下 低迷 ，本県 掲
目標 達成 。 

競技力 高 ，県 各競技団体等 以上 連携 ， ー 発掘・
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育成・強化 関 取組等 効果的 推進 必要 あ 。 

，本県 い ， ー 有 価値 更 高 ，東 大
会 ー* 取組 進 ， ー ・ ン 保全
う，指導者 育成及 資質向上 努 必要 あ 。  

 

 

 

 

 
 

第 回国民体育大会 いち 一会 ち 国体 役員・選手団 
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第 章 本県 目指 姿 
 

 基本理念 

ポ 力 や 未来！  
県 ，県民， ー 団体，企業，大学・研究機関，教育機関，行政 ，多様 主体

連携・協働 ，全 県民 あ ゆ ー い ， 希望
応 様々 ー 関わ ， ー 通 自己実現 心豊
暮 Well-being 実感 ，質 高い生活 Quality of Life 送

誰一人取 残 い ー 立県 実現 目指 ，県民 一体 本県
ー 振興 取組 推進 。 

 

 目指 姿 

全 県民 あ ゆ ー い ー 親 ， 活動
， 人 人 ， 地域 地域 感 ， ー 価値 共有 夢 希望
満 生活 送 活力あ や  

 

 
 

や ー DAY の様子 
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 基本姿勢 

本県 ー 基本的理念や目指 姿 実現 ，以下 基本姿勢 重視 取
組 。 

 

○ 多様 主体 参加 ー 機会の創出 

多様 主体 ，年齢，性別，障害 有無，国籍等 関係 価値観 尊重
，楽 安全 ー 親 環境 作 ，県民 取 組

ー 活動 支援 ， ー 通 県民・地域 抱え 課題 解決 目指
。 

○ 産学官民の連携 ー の展開 

多様化 県民 ー 対応 求 中 ，産業界，学校，官公庁，民間 様々
立場 あ 人 活動 ， ，地域全体 ー 関
わ 促進 ，多 人 ー 楽 実感 社会 目指 。 

○ タ 化 ー ・ ベー ョン*の推進 

国 提唱 Society . 実現 目指 社会 い ，本県 ，
Ｘ* 念頭 横断的 化 ー ン 推進 ，新 ー
機会 創出及 県民 心豊 暮 Well-being 実現 目指 。 

 

 基本方針 

本計画 策定 趣旨 基 ，基本理念 ， ー 持 価値 生 ，本県
抱え 課題 解決 ，次 基本方針 従い施策 展開 。 

 

ー 健康増進 

ー  

ー 共生社会 実現 

ー 感動 創出 誇 醸成 
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第 章 施策の展開  

本計画 ，基本理念 掲 ー 力 や 未来！ ，
基本方針 掲 目標 実現 向 ，具体的 施策 取 組 。 際，
基本方針 完全 独立 捉え ，方針 相互 密接 関連

合い 連携・協働 ，好循環 生 出 う 施策 展開 。 

 

 

 

 

 

 

       

スポーツの力でひら みや の未来！ 
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 基本方針   ポ 健康増  

 

 

 

   目 標   

全 県民 日常生活 ー 習慣 定着 ，あ ゆ ー ー
価値 受 ，健康 生 生 生活 送 社会 実現 目指 。 

 

 

 

 

 

 

 

施策  子 ポ 機会 創出 

 現状 課題  

・ 小学 年生，中学 年生 対象 直近 年間 体力・運動能力，運動習慣等調
査 い ，中学 年男子 除 ，体力合計点 全国値 下回 状況 続い い 。 

・ 同 調査 い ，小学 年生 ， 週間 総運動時間及 曜日 運動時間 全
国値 下回 い ，約 ％ 児童 運動習慣 身 い い 基準
週 分 運動時間 届い い 。 

・ 小・中・高校 各年代 肥満傾向児 出現率 全国値 上回 結果 あ ，特
小・中学生 い 男女 傾向 顕著 。 

・ 障害 あ 児童・生徒 ，障害 種別や程度 応 ，運動や身体活動 特別 支援
必要 あ 場合 多い現状 い 。 

・ 近年，運動部活動 い ，深刻 少子化 伴う持続可能性や教員 負担軽減
課題 い 。国 検討会議 い ，中学校等 運動部活動 地域移行 方針
示 ， 在 方 大 変わ う い 。 

 

  目指 姿    

・ 子 ，健康や生活習慣 い 正 い知識 持 ，身体 動 楽
や喜 感 ，自発的 積極的 ー 取 組 ，個々 体
力や各種運動能力 向上 い 。 

・ ン 取 食事，適度 運動時間 確保 基本的生活習慣 定着 ，健康的
発育 促 ，子 肥満傾向 改善 い 。 

・ 放課後や休日 い ，地域 ー 団体や家族・友人 ー 楽 子
増え，運動習慣 定着 い 。 

歳以上 回以上 ポ 実施率 ％   Ｒ ． ％  

害者 ％                        Ｒ 全国 . ％  

学 年生，中学 年生 体力 全国水準を上回 。 

自分 健康 あ 感 い 人 割合 ％ Ｒ . ％) 

総合型地域 ポ ク 県内全市 へ 設置  Ｒ . ％  

 

目 標 
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・ 中・高校生 学校 運動部や地域 ー 活動 多様 場 い ，
ー 応 ー 取 組 い 。 

・ 障害 あ 児童・生徒 楽 ，自 障害 種別や程度 応 運動 日常  

的 行う い 。 

 

  取組内容   

幼児期 運動遊 普及促進 

県 ，幼児期 運動習慣 定着 図 ，様々 運動遊 推進
，親子 楽 運動 通 ，子 身体 動 楽 い
感 機会 拡充 。 

，保護者 対 ，子 食生活や運動習慣 重要性 い 普及啓発 図
。 

ー や企業 ー 連携 ー 機会 創出 

  県 ， ー ー や企業 ー ー 連携 ，子 対象
ー 教室 開催や試合観戦 ，子 ー 触

， ー 楽 や感動 実感 機会 創出 。 

学校体育 充実 

  県 ，地域 ー 団体等 連携 ，教職員 対象 子 健康や ー 活動
重要性 関 研修 実施 ，体育 授業内容 充実及 日常的 体力
向 取組 充実 図 。 

持続可能 運動部活動 環境整備 

  県 ，中学校等 運動部活動 地域移行 向 ン等 策定
，各地域 体制構築 ，受 皿 地域 ー 団体等 整備・充実
や指導者等 確保 係 取組 支援 。 

放課後等 ー 環境 充実 

  県 ，地域 ー 団体 放課後児童 等 連携 促進 ，放課後や休日等
学校活動以外 時間帯 子 ー 機会 拡充 。 

障害 あ 児童・生徒 体力向上 ー 機会 拡充 

  県 ，学校 医療，福祉，地域 ー 団体等 協働・連携 ，障害 種別
や程度 応 自 身体活動 う環境 整備 支援 ，多様
ー 触 機会 創出 図 。 

Ｘ推進 新 ー 機会 創出 

  県 ， 技術 活用 ， ー 双方向 交流 生 ー 場
提供 ，時間や場所 わ い新 ー 機会 創出 方策 研究
。 
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施策  働 世代 子育 世代 ポ 機会 創出 

 現状 課題  

・ 令和 年度 ー 関 県民 ン ー 調査 ， ー 実施率 ，男女
歳代 最 低 い 。 年間 運動や ー 行 い い方

対 調査 ， ー 実施意欲 あ ， ー 実施 い い理由
い ， 仕事や家事 忙 い , 面倒 い いう回答 上位 占 ，働 世代や子育
世代 い ， ー 実施 時間的制約 実施 至 い い状
況 伺え 。 

・ ，同調査 ，新型 感染症 影響 ，外出自粛や ー 施
設 利用制限等 理由 ー 親 機会 減少 ， 結果 約 ％
人 運動不足 感 い 。 

・ 歳 歳 対象 特定健診 本県 ン ー
該当者及 予備群 割合 ，平成 年度 年連続 全国ワー 位以内
あ ， 脱 県民 健康課題 い 。 

 

  目指 姿   

・ ー 楽 ，気晴 や心身 充実 得 再認識 ，
自分や家族 合わ 継続的 ー 親 県民 増え ，
歳代 歳代 働 世代・子育 世代 ー 実施率 向上 い
。 

・ 個人や自宅 気軽 取 組 ー 普及 ，県民 ー
機会 拡充 ，運動不足 解消 い 。 

・ 日常生活 中 取 組 運動・ ー 習慣 広 普及 定着
，健康 意識 高 ，生活習慣 改善 ， ン ー

該当者及 予備群 割合 減少 い 。 

 

  取組内容   

ー ー 向 ー ン 

   県 ，日常生活 中 気軽 ー 親 う，多様化
応 県民 ー 対 ，多角的 情報発信 取 組 。 

親子 参加 ー ン 機会 創出 

   県 ，総合型地域 ー 等 連携 ，親子 参加 ー
ンや ー 教室 開催 支援 ，育児 ー 両立 環境 整備 目指
。 

企業等 連携 ー 健康 推進 

   県 ，企業等 連携 ，通勤時 徒歩移動や階段利用，休憩時間
等 軽運動 推奨等 ，働 世代 運動習慣 定着 図 健
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康 意識醸成 取 組 。 

Ｘ推進 新 ー 機会 創出 再掲  

  県 ， 技術 活用 ， ー 双方向 交流 生 ー 場
提供 ，時間や場所 わ い新 ー 機会 創出 方策 研究
。 

 

 
総合型地域 ー の活動様子 

 

施策  高齢者 ポ 機会 創出 

 現状 課題  

・ 男女 歳以上 ー 実施率 ，全 年代 中 最 高 い 。 
・ 第 期 や 高齢者元気 ン 推計 ，要介護・要支援認定者数 増加傾向

あ ，今後，更 高齢化 進行 伴い，高齢者全体 占 要介護者等 増加
い 予測 。 

・ 令和 年国勢調査結果 ，本県 総世帯数 占 高齢者 い 世帯 割合
年々増加 ，中 ，高齢夫婦世帯及 単身 高齢者世帯 割合 約 ％ 占
い 。 

 

  目指 姿   

・ 高齢者 自 心身 状態 合わ ，安全 継続 ー 活動 楽 い  

。 

・ 日常的 ー 活動 定着 ，健康増進や介護予防 ，健康寿命
延伸 ，医療費や介護費 抑制等 寄与 い 。 

・ 高齢者 ，地域 ー 活動 積極的 参加 ，他者 交流 機会 増加
，生 い 持 健康的 過 い 。 
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  取組内容   

ー 通 健康 推進 

   県 ，楽 健康 ー ン 等 開催 支援 ，高齢
者 ー 活動 定着 図 。 

ー 大会参加 支援  

県 ，全国健康福祉祭 選手派遣及 選手選考予選会 実施
支援 。 

ー 通 地域活動機会 創出   

県 ， ー 通 生 いや健康 う，総合型地域 ー
地域 ー 団体や ー ン 活動等 積極的

参加 促 情報発信 行い 。 

地域 ー 団体や医療機関等 連携 普及活動 

県 ，地域 ー 団体や医療機関等 連携 早期 * 関 知識や，
楽 筋力 維持 運動 普及 図 。 

Ｘ推進 新 ー 機会 創出 再掲  

  県 ， 技術 活用 ， ー 双方向 交流 生 ー 場
提供 ，時間や場所 わ い新 ー 機会 創出 方策 研究
。 

 

施策  ポ を支え 環境 整備 

 現状 課題  

・ 地域 ー 活動 場 あ ，運動部活動や ー 少年団 連携 ，
様々 役割 期待 い 総合型地域 ー い ，目標 い 全市
町村 設置 至 い い状況 。県民 認知度 . ％ 低い状況 あ ，

持続可能 運営体制 構築や，行政 連携 課題 い 。 

・ 地域 い ー 指導 人材 い ，公益財団法人日本 ー 協会や
公益財団法人日本 ー ン協会 ，多 ー 団体 い 養成や研修
行 い 。他 民間 ー 勤務 ン ー等，幅広い
人材 存在 ，今後，中学校等 運動部活動 地域移行 見据え ，指導者確
保 課題 地域 あ 。 

・ 県民 ー 活動 拠点 あ 県有体育施設 い ，今後 長期的 管理運営
向 ，宮城県公共施設等総合管理方針等 基 管理 行 い ，長寿命化対
策 要 課題 い 。 ，高齢者や障害者 利用 や い う整
備や対応 行う必要 あ ，多様化 ー 対応や，学校や民間施設
有効活用等 踏 え，県有体育施設 在 方 検討 必要 あ 。 
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  目指 姿   

・ 総合型地域 ー 県内全市町村 設置 ，県民 広 認知
，県民 活動 参画 い 。 

・ 地域 ー 応 ー 指導者 ，県内各地 活動 い 。 

・ 県民 ー 活動 拠点 あ 県有体育施設 い ，今後 ー ー 見
据え 計画的 効果的 長寿命化対策等 行わ い 。 

 

  取組内容   

総合型地域 ー 創設・育成・運営 支援 

県 ，広域 ー ン ー 中心 ，総合型地域 ー 創設・育成・
運営 係 支援 行い 。 ，総合型地域 ー ，子育 支援 目的

ー 展開 事業 実施 ， 成果 県内各地 拡
，地域 必要 存在 う認知度 向上 図 。 

ー 指導者 確保等 

県 ，県 ー 協会等 関係団体 連携 ， ー 指導者等 情報 整理
， ー 指導者 育成や資質向上等 取 組 。 

，企業や ー ー 連携 ， ー ン *等
見据え 人材確保 方策 検討 。 

県有体育施設 長寿命化対策等 向 検討 

県 ，既存 県有体育施設 い ，長寿命化対策 計画的 行う ，
ー化 促進 誰 利用 や い施設 う改修 行い 。 

，人口減少，少子高齢化や新 ー ー 踏 え，既存 体育施
設 有効活用や最適化 考慮 ，県有体育施設 在 方 検討 。 

 

  
                                   ン ・  宮城県総合運動公園 
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基本方針   ポ ち  

 

 

   目 標   

行政 連携・協力 地域 ー 団体や総合型地域 ー 等 中心 ，
地域 ー 活動 多 県民 参加 ，地域 ー 活動 通 点在

合わ ，広域的 ワー 構築 ，本県 財産 あ
ー ー 等 連携 ，地域経済 活性化及 ー 参画人口 拡大

目指 。 

 

 

 

 

施策  ポ を通 た地域コミ ニテ 活性化 

  現状 課題   

・ 県内 登録 ー 少年団 団数 減少傾向 あ ，総合型地域 ー
未設置 市町村 あ ，身近 場所 ー 取 組 機会 充実 図 必要 あ
。 

・ 人口減少や少子高齢化 特 進 い 地域 い ，地域 ー 活動 中心
担い手 不足 ，担い手 育成や確保 求 い 。 

・ 中学校等 運動部活動 地域移行 伴い，地域 ー 機会 確保や，生徒
多様 ー 合 活動機会 地域 い 広 確保 う い 必要
あ 。 

・ 地域 ー 活動 場所や ー 行事 関 情報発信 不足 い 。 

 

  目指 姿   

・ 県内全 市町村 総合型地域 ー 設置 ，地域
ー 活動機会 充実 ，県民 身近 場所 気軽 ー 取 組 ，地域

活性化 い 。 

・ 県，市町村体育・ ー 協会，地域 ー 団体， ー 推進委員*等 連携
ー 人材育成事業等 取 組 ，地域 ー 活動 支え 人材 確保 い

。 

・ 中学校等 運動部活動 地域移行 契機 ，学校 地域 ー 団体等 連携
， 地域 い ，子 ー 応 多様 ー

活動 行う 体制 構築 い 。 

・ 県や ー 団体等 広報 ー 活用 ， ー ン 等 情報 ー
発信 ，県民 必要 情報 把握 う ，地域 ー 活動

県民 地域 ポ 行事 活動へ 参加割合 ％  Ｒ : . ％  

総合型地域 ポ ク 県内全市 へ 設置   Ｒ : . ％  

地域 ポ 活動を気軽 行うこ う 情報発信環境 整備 

目 標 
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参加者 増加 い 。  

  

   取組内容    

総合型地域 ー 育成支援等 

   県 ， や 広域 ー ン ー 中心 ，総合型地域 ー 育
成，運営支援 行う ，設置 希望 市町村 対 ，地域 実情 応
設立準備支援 行い 。 

地域 ー 団体 支援 

県 ，市町村体育・ ー 協会等 連携 ，県民 ー 活動 支え ，地域
ー 団体間 連携や体制 支援 。 

地域 ー 活動 支え 担い手 育成 

   県 ，地域 ー 活動 推進 必要 人材 育成・確保 ，市町村 生涯
ー 振興担当課や ー 団体・ ー 推進委員等 連携 ， ー 指導者
対象 ，資質向上 研修会 開催 ， ー 指導者 紹介
ワー 体制整備 検討 。 

運動部活動 支え 地域 体制  

   県 ，子 ー 継続 親 機会 確保 う，
中学校等 運動部活動 地域移行 受 皿 う 地域 ー 団体 支援

，教育委員会や市町村，学校 連携 図 ，運動部活動 地域移行 向
体制 支援 。 

地域 ー 活動 関 情報発信 

   県 ー 団体等 ，県民 広 ー 施設や地域 ー ン 情報 把
握 う， ー ー や 等 活発 情報発信 う努 。 

 

 
           総合型地域 ー の活動の様子 
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施策  ポ 持 力を生 た地域 活性化 

  現状 課題   

・ 本県 複数 ー ー 拠点 い ，県内 会場 ， ソン
や駅伝 大規模 ー ン 開催 ，県内外 多 人々 観
戦 訪 ン 参画 い 。 

・ 県内 ，東 大会 ー競技 開催 ，大会 契機 ー 関心
高 ， ー 活用 取組 図 好機 い 。 

・ ー ー 等 選手 ー 教室や地域貢献活動 県内各地 行わ
い 。 

・ ー ン ー *や e ー * 幅広い分野 ー 対 関心 高
， 活用 地域経済活性化 取組 期待 い 。 

・ 自然 ふ あい 求 傾向 強 ， ー 興味・関心 高  

い 。 

 

  目指 姿   

・ ー 試合や ー ン 等 開催 ，県民 ー
親 機会 増え ，県内外 交流人口 拡大 い 。 

・ ー ン ー や e ー 等 取 組 県民 増え， ー 産業 活性化
い 。 

・ 公園や ー ，海・山・川等 環境 ー 親 人 増え，
地域 わい 創出 い 。 

・ 県内各地 ー ー 等 市町村や地元企業 連携 更 進展 ，地域
魅力 発信 ，地域 活性化 い 。 

 

   取組内容    

ー ン 活用 ー ー 創出 

   県 ，本県 拠点 置 ー ー や ー 大会主催団体等 連携
促進 ， ー 試合観戦や ソン大会等 参画 目的
旅行者等 交流人口 拡大 ，地域経済 活性化 図 。 

ー ー 活動 対 支援 

県 ， ー ー 地域支援組織 参画 ， ー 行う地域活動等 対
支援 行い 。 

ー ン ー や e ー 振興 地域 創出 

   県 ，東 大会 新競技 加わ ー ー ー ン
ー や e ー 新 分野 ー い ，地域
や地域経済 振興 向 活用 可能性 い 検討 。 
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ー 活用 ー ー 推進 

県 ，関係機関や地域 ー 団体 連携 ，本県 持 環境 魅力
発信 ， ー ー 推進 ー 文化 地域 定着促
進 図 。 

 

施策  ポ 施設 利用促 ポ 参 人口 拡大 

  現状 課題   

・ 本県 ー 活動 拠点 あ 宮城県総合運動公園 ， ー
大規模 ン ー ン 会場 利用 ，県内外 多 方
訪 場所 い 。 

・ ー 関 県民 ン ー 調査 ，運動・ ー 関 情報 う
ー 施設 有無や施設概要 ，施設 利用方法 知 い情報 上位 ，
ー 施設 情報 対 関心 高い 伺え 。 

 

  目指 姿   

・ 県有体育施設 い ，指定管理者等 効率的 効果的 管理運営 ，施
設利用者 利便性 向上 ，地域 ー 拠点 新 ー 取 組 利用
者 増加 い 。 

・ 県内 ー 施設 関 充実 情報 発信 ，県民 ，提供 情報
， ー 応 ー 取 組 い 。 

 

   取組内容    

県有体育施設 効果的 管理運営 

県 ，県有体育施設 い ，適切 管理 行う 有 指定管理者等
選任 施設 運営 ，利用者 満足度 高い ー 提供

。 

県有体育施設 ー化等 促進 

県 ，県有体育施設 い ，長寿命化対策 行う ， ー化 促
進や環境 配慮 施設 転換 進 ，多 県民 利用 い 思え 場
う整備 行い 。 

県内 ー 施設 情報発信 

県 ，県内 ー 施設 情報 充実 図 う， ー * 開設
利便性 高い情報提供 方策 検討 。 
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基本方針   ポ 共生社会 実現 

 

 

 

   目 標   

性別，年齢，障害 有無，国籍等 問わ ，県民一人 ー 価値 受
，互い 尊重 認 合い， ー 通 自分 生 共生社

会 実現 目指 。 

 

 

 

 

 

 

 

施策  害者 ポ 環境整備 普及促  

 現状 課題  

・ 県民 障害者 ー 関わ 機会 少 い ，障害者 ー 理解 深
，情報発信 充実 課題 い 。 

・ 障害 あ 児童・生徒 学校体育以外 ー 親 機会 少 い ，地域
ー 活動 参加 や い環境整備 必要 い 。 

・ 県内 障害者専用・優先 ー 施設 あ ， 以外 ー 施設
い ，障害者 利用 や い施設環境 整え い 必要 あ 。 

 

  目指 姿   

・ 障害者 ー 関 情報発信 充実 ，県民 障害者 ー 対 興
味・関心 高 ，相互理解 進 い 。 

・ ン ー * ー 参加 環境 整備 ，障害者 地域 ー 活動
参画 機会 拡充 い ，障害者 ー 通 地域
形成 ，積極的 自己実現や社会参加 機会 拡充 い 。 

・ 公共 ー 施設 障害者 ー 開放 進 ，障害 あ 人 い人
一緒 ー 楽 い 。 

 

  取組内容   

官民連携 障害者 ー 情報発信 

県 ， ー や ー ，企業等 連携 ，障害者 ー 理
解向上及 共生社会 実現 向 機運醸成 図 積極的 情報発信 行い
。 

害者 ポ を ささえ い 活動を行 たこ

あ 人 割合 ％                Ｒ : . ％  

女性 回以上 ポ 実施率 ％       Ｒ : . ％  

ポ を こ 好 感 人 割合 ％  Ｒ : . ％  

多様 主体 ポ コミ ニテ 形成 

目 標 
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地域 ー 団体等 連携 ン ー ー * 普及促進 

県 ，地域 ー 団体等 向 ン ー ー 普及啓発 行う
，障害者 参加 や い体制 支援 ，障害 有無 わ ー
親 環境 整え 。 

障害者 ー 牽引 人材 育成 

県 ，障害者 ー 参画人口 拡大促進 ，関係団体 連携 ，障害者
ー 支え 指導者等 資格取得啓発 努 。 

公共 ー 施設 利用促進 

県 ，県有体育施設 ー化 推進 ，公共 ー 施設 管理者
対 ，障害者 利用 際 ー 方法や留意点 周知 ，障害者 身
近 場所 ー 活動 取 組 や う環境整備 行い 。 

障害児・障害者 ー 体験機会 拡充 

県 ，障害 あ 人 ー 親 機会 創出 ，様々 ー 体験
等 ン 県内各地 開催 。 

Ｘ推進 新 ー 機会 創出 再掲  

  県 ， 技術 活用 ， ー 双方向 交流 生 ー 場
提供 ，時間や場所 わ い新 ー 機会 創出 方策 研究
。 

 
                  卓球 ー体験の様子 

施策  女性 ポ 参 人口 拡大  

 現状 課題  

・ 女性 ー 実施率 男性 比 低 ，特 歳代 歳代 実施率 低
い 。 

・ 令和 年度 県民 ン ー 調査 ，女性 運動・ ー 実施 い心理
的 理由 ， 面倒 い や 運動・ ー 嫌い 挙 い 。 

 

  目指 姿   

・ 女性 ー 応 ー 環境 整備 ，女性 ー 実施率 向
上 い 。 

・ 運動や ー 好 感 女性 増え， ー 実施 意欲 向上 い  

。 
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  取組内容   

女性 応 ー 普及促進 

    県 ，女性 様々 い 個人 取 組 ー 

活動 推進 図 ，自 応 ー 習慣 定着 目
指 。 

地域 ー 団体 連携 女性 ー 機会 拡充 

県 ，地域 ー 団体等 連携 ，女性 ー 応 多様
ー 機会 拡充 取 組 。 

女性 ー 対 ー 向上 

県 ，女性 ー 対 ー 転換 図 ， ー 団体等 連
携 ， ン ー ン ン 楽 ー ン 開催
。 

 

施策  多様 主体 ポ コミ ニテ 形成 

 現状 課題  

・ 本県 在留外国人数 増加傾向 あ ，特定技能制度 創設 ，今後 職場や地
域 活躍 外国人 増加 見込 。 

・ 県民 中 ，家族構成や経済状況等 様々 理由 ， ー 活動 取 組
困難 方 い 。 

 

  目指 姿   

・ 在留外国人 ，国籍 問わ ，様々 ー 活動 通 ，地域 中
生 生 暮 い 。 

・ 経済的理由や家庭 事情等 ー 取組 差 生 ，誰
ー 活動 参画 環境 整備 い 。 

 

  取組内容   

ー 通 多文化共生 推進 

県 ，国際交流支援団体 連携 ，県内 在留外国人 積極的 地域 ー 活動
参画 う情報発信 努 ， ー 通 ，相互理解 地域

活性化 推進 。 

誰 ー 活動 参画 機会 充実 

県 ，県民誰 ー 活動 参画 機会 創出 ， ー
ー 等 関係機関 連携 ，経済的，環境的 要因 ， ー
い家庭 児童生徒等 対 ー 機会 充実 取 組 。 



- 50 - 

基本方針  ポ 感動 創出 誇 醸成 

 

 

 

   目 標   

 県民誰 ー 有 価値 共有 ，将来 わ
保全 い 重要性 認識 ，誇 持 ー 携わ 。 

，強化体制 構築，指導 充実 通 競技力 向上 図 ，本県ゆ
ー 国内外 活躍 ，県民 感動 与え 。 

 ，東 大会 契機 ー 様々 取組 推進 。 

 

 

 

 

 

 

 

施策  競 ポ 推 ト 発掘 育成 強化 

  現状 課題   

・ ン ・ ン 国際競技大会 い ，本県ゆ
ー 活躍 県民 感動 生 い 。 

・ 国体 総合成績 ，平成 年 開催 や 国体以降順位 低迷 い 。 

・ 競技 ー 離 進 ，競技人口 減少 い 。 

 

  目指 姿   

・ ー ン 触 ， ー 関心 高 ，
様々 競技 取 組 県民 増え い 。 

・ 期 一貫 強化体制 構築 ，全国・国際競技大会等 活躍 本
県ゆ ー 育成 い 。 

・ ー 集中 競技 取 組 ー 環境 整 い 。 

  

  取組内容   

期 ン 発掘及 一貫 強化体制 充実 

   県 ，県 ー 協会や競技団体等 実施 期 ン 発掘・
育成事業及 一貫 強化体制 充実 図 。 

ー 競技力向上支援 

   県 ， ー 関係団体 協力 ， ン ・ ン
国際競技大会 活躍 選手や国民 ー 大会上位入賞 目標 選手 競技力
向上支援策 推進 。 

国民 ポ 大会*総合成績 位台へ 飛躍 

公認 ポ 指 者 競 別指 者 資格保有者数 増加及 維持 

オ ン ク パ ン ク等国 競 大会 け メダ ト，上位入賞

者 輩出 

目 標 
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企業・大学等 連携 競技力向上支援 

県 ，企業や大学等 連携 ，科学的 ー 効果的 ー ン 方
法や医科学分野 知見 活用 ， ー 選手 ー 強化 競技力向上
推進 取 組 。 

顕彰 充実 

県 ，国際競技大会や全日本選手権・国民 ー 大会等 活躍 監督・選手 対
， 功績 顕彰 表彰制度 充実 。 

各種競技大会開催 向 支援 

   県 ，企業や地域 ー 団体等 実施 各種競技大会 開催 支援 。 

・ ー ー 等 連携 競技 ー 魅力発信 

    県 ， ・ ー ー 等 連携 ， ー 触
機会 提供や本県ゆ ー ン 招 い 県民 競技
ー 魅力 発信 。 

 
                                 ュニ 選手発掘・育成事業の様子 

 

施策  ポ を支え 人 育成 

  現状 課題   

・ 競技 支え 指導者 減少 ，専門的 指導 受 機会 減少 い
。 

・ ー や指導者 地域や職場 運動 指導や ー 価値 伝え 活動 関
わ 機会 不足 い 。 

・ 新型 感染症 影響 ， ー ン
ー 支え 人材 活躍 場 減少 い 。 

 

  目指 姿   

・ 県民 ー 取 組 際 ， ー 指導資格 持 専門的指導者 指導 い
受 環境 整 い 。 

・ 国内外 活躍 い 本県ゆ ー 地元 戻 ，地域 ー 指導者
う 人材 好循環 確立 い 。 

・ 県民誰 ー え ー 価値 再認識 ，誇 持
活動 い 。 
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  取組内容   

ー 指導者 確保・養成・資質 向上 

   県 ，県 ー 協会等 関係団体 連携 ， ー 指導者等 情報 整理
， ー 指導者 育成や資質向上等 取 組 ，次世代 指導者確保

推進 。 

ー 生涯 わ ー 携わ 環境 充実 

   県 ，本県ゆ ー ，現役引退後 地元 指導者 競技 関わ
う， ー え 誇 持 ー

携わ 環境 充実 図 。 

ー ン 活動 機会 情報 発信 

   県 ， ー 大会等 支え ー ン 活動状況 積極的 発信
活動 活性化 図 。 

 

施策  東京 大会 レガ 継  

  現状 課題   

・ 東 大会 本県ゆ ー 活躍 ，県民 感動 ， ー
持 価値 再確認 。 

・ 本県 ，宮城県総合運動公園宮城 い ー競技 実施 ，
ン 県内各市町 い ， ー 通 国際交流や食文化等 国

際文化 触 機会 増え 。今後 ，東 大会 ー う
継承・発展 い 課題 い 。 

 

  目指 姿   

・ 東 大会 契機 ， ー 価値 再認識 ， ー 参画 県
民 増え ，共生社会 理解度や関心 高 い 。 

・ 東日本大震災 復興状況 復興支援 感謝 世界 示 開催 東  

大会 契機 復興五輪・ ー ン ー 継承 ， ー
通 交流や活動 継続 い 。 

 

  取組内容   

ン ・ ン 教育* 

   県 ，関係市町 連携 ，東 大会 ー 次世代 継承 ，
啓発や教育 取 組 。 

東 大会 契機 被災地交流事業 継続支援 

   県 ，東 大会 契機 ン事業 交流や被災地 継
続的 交流 い 支援 。 
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                                       東京都 被災 県交流事業の様子 

 

施策  ク ン ェ ポ 推  

   現状 課題   

・ ー 価値あ 広 認識 ，信頼 高 ， ー 健
全 公正・公平 あ 重要 あ ，選手，指導者 ， ー 関わ
者全員 ン ン 関 意識 高 必要 あ 。 

・ 指導者 不適切 指導 行わ 場合， ー 与え 影響 甚大 あ ，
心身 大 傷 負わ う あ 。 

 

  目指 姿   

・ 競技団体 ー 関わ 組織等 い ， ー 団体 ン
ー * 遵守 ， ー ・ ン 確保 ， ー 価値 毀

損 う 事案 発生 未然 防止 管理体制 構築 い 。 

・ ー ，本人 希望 い理由 ー 離 ， ー 親 機
会 奪わ ，集中 ー 取 組 い 。 

 

  取組内容   

各競技団体や ー 関係団体等 管理体制強化支援 

県 ，県 ー 協会や地域 ー 団体等 対 ， ー 団体 ン
ー 遵守や ン ン 確保・管理 体制強化 努 。 

ー 活動等 ン 防止 係 普及・啓発 

   県 ， ー 団体等 連携 ， ー 対 誹謗，中傷，性的 ン    

，暴言，暴力等 防止 係 普及・啓発 行う ， ー 事故・傷害等
防止 ， ー 人 安全・安心 取 組 環境 整備 努
。 
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第 章 計画の推進 

 
 目標達成の指標 

各基本方針 目標 達成度 ，下記 指標 調査等 結果 判断 。 

基本方針 目    標 指標 調査等 

 ポ  

健康増  

歳 回 ポ

実施率 ％ 害者 ％  

ポ 関 県民 ンケ ト

調査 宮城県  

害者 ポ 参加促 関

調査研究 ポ 庁  

学 年生 中学 年生 体力 全国

水準を 回  

全国体力 運動能力 運動習慣等

調査結果 ポ 庁  

自分 健康 あ 感 い 人

割合 ％ 

ポ 関 県民 ンケ ト

調査 宮城県  

総合型地域 ポ ク ブ 県内全

市 村へ 設置 

県広域 ポ セン

随時確認 

 ポ  

ち く  

県民 地域 ポ 行事 活動へ 参

加割合 ％ 

ポ 関 県民 ンケ ト

調査 宮城県  

総合型地域 ポ ク ブ 県内全

市 村へ 設置 

県広域 ポ セン

随時確認 

地域 ポ 活動を気軽 行うこ

う 情報発信環境 整備 
 

 ポ  

共生社会 実現 

害者 ポ を さ

さえ い 活動を行 たこ

あ 人 割合 ％ 

ポ 関 県民 ンケ ト

調査 宮城県  

女性 回 ポ 実施率

％   

ポ 関 県民 ンケ ト

調査 宮城県  

ポ を こ 好 感

人 割合 ％ 

ポ 関 県民 ンケ ト

調査 宮城県  

多様 主体 ポ コミ ニ

テ 形成 
 

 ポ  

感動 創出  

誇 醸成 

国民 ポ 大会総合成績 位台

へ 飛躍 
総合成績 天皇杯  

公認 ポ 指 者 競技別指 者

資格保有者数 増加及び維持 

公認 ポ 指 者 競技別指

者 資格保有者数 

オ ンピ ク パ ンピ ク等国

競技大会 け メ ト 位入

賞者 輩出 

オ ンピ ク パ ンピ ク等

国 競技大会成績 
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 進行管理 

基本方針 い ，数値 目標 掲 項目 達成状況 的確 把握 ，
令和 年度 ー 関 県民 ン ー 調査 実施 ， 結果や社会情勢等
変化 応 中間年度 あ 令和 年度 必要 見直 行い 。 

，計画・立案 Plan ，実行 Do ，評価 Check ，改善 Action ， Ｐ
適切 進行管理 行い 。 
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参 考 資 料 用語説明 あいうえ 順 掲載  本文中*箇所 

 

・ o Internet of Things  

あ ゆ ン ー 介 ，情報 や 。 

 

・ ー ン ー  

Ｘ， ー ー ， ン ン ー ， ン ， ー 都
市型 ー 。 

 

・e ー  

・ ー 略。電子機器 用い 行う娯楽，競技， ー
全般 指 言葉 あ ， ン ー ー ー や ー 使 対戦 ー
競技 捉え 際 名称 。 

 

・ ー ン 

  新技術 発明や新規 等 ，新 い価値 創造 ，社会的変化
自発的 人・組織・社会 幅広い変革 。 

 

・ ン ー  

  包含 い 。全 含 い 。あ ゆ 人 孤立 ，排除
い う援護 ，社会 構成員 包 ，支え合う いう社会政策 理念。 

 

・ ン ー ー  

  障害 有無や年齢，性別，国籍等 問わ 誰 相互 人格 個性 尊重 支え合い，
人々 多様 在 方 相互 認 合え 全員参加型 社会 あ 共生社会 実現 向
取組 推進 ，各人 適正 あ ー 活動 。 

 

・ Ｇｓ Sustainable Development Goals  

2015年 9月 国連 加盟国 全会一致 採択 持続可能 開発
2030 ン 記載 ，2030年 持続可能 い世界 目指 国

際目標 。17 ー ・169 ー 構成 ，地球上 誰一人取 残
い 誓 い 。 

 

・ ン ・ ン 教育 

  大 大別 ン ・ ン い 学
ン ・ ン 通 学 構成 。 い ， ン
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・ ン 関 知識 歴史，競技種目， ン 精神， ン
意義 ，選手 体験・ ソー ，大会 支え 仕組 ， ン

・ ン 負 部分 改善 向 取 組 等 学 考え い 。
い ， ン ・ ン 契機 ー 価値 ー

個人や社会 効果 等 考え い 。 

 

・健康寿命 

健康上 問題 日常生活 制限 生活 期間 。 

 

・合計特殊出生率 

15～49歳 女性 年齢別出生率 合計 ，一人 女性 年齢別
出生率 一生 間 生 子 数 相当 。 

 

・交流人口 

地域 訪 人々 。訪 目的 ，通勤・通学，買い物，文化鑑賞・
創造，学習，習い事， ー ，観光， ー 様々あ ，特 内容 問わ い
一般的 あ 。 

 

・高齢化率 

総人口 占 65歳以上 人口割合 。 

 

・高齢夫婦世帯 

夫 歳以上，妻 歳以上 夫婦 世帯 。 

 

・国民 ー 大会 

  平成 30 2018 年 6月 13日 ， 国民体育大会 名称 国民 ー 大会 変
更 ー 基本法 一部 改正 法律 国会 い 成立。令和 2023

年 月 日施行。令和 6 2024 年 開催 佐賀大会 国民 ー 大会 変
わ 最初 本大会 。 

 

・在留外国人数 

出入国管理及 難民認定法上 在留資格 我 国 在留 外国人 う ，中
長期在留者数 月 以下 在留期間 決定 者， 短期在留 在留資格 決定

者， 外交 又 公用 在留資格 決定 者等 あ い者 特
別永住者数 合わ 人数 。 
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・ ー ・ ン  

ー 様々 脅威 ー ン ，八百長，賭博，違法薬物，暴力，各種
ン ，人種差別， ー 団体 ン 欠如等 欠 ，価値あ
高潔 状態 指 。 

 

・ ー 推進委員 

市町村 ー 推進 実技指導や ー 関 指導及 助言，事
業 企画立案や連絡調整，地域住民や行政， ー 団体等 間 円滑 取 持 等
ー ー ー ，市町村教育委員会等 委嘱 ，地域 ー 推進 中核的
役割 担 い 。 

 

・ ー 団体 ン ー  

令和元(2020)年 ー 庁 策定 ， ー 団体 適切 組織運営 行う
原則・規範 。 

 

・ ー ー  

  ー 見 行 旅行及 伴う周辺観光や， ー 支え 人々
交流 ー 関わ 様々 旅行 。 

 

・ ン  

  人生 第二 職業 。 

 

・総合型地域 ー  

人々 ，身近 地域 ー 親 新 い ー
，多世代，多種目，多志向 いう特徴 持 ，地域住民 自主的・主体的 運営

ー 。 

 

・Society .  

ー空間 仮想空間 空間 現実空間 高度 融合
，経済発展 社会的課題 解決 両立 ，人間中心 社会 。 

 

・ Ｘ Digital Transformation  

浸透 人々 生活 あ ゆ 面 良い方向 変化 いう概念。 
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・  

加齢 伴う予備能力低下 ， 対 回復力 低下 状態 表 。
，要介護状態 至 前段階 位置 ，身体的脆弱性

精神心理的脆弱性や社会的脆弱性 多面的 問題 抱えや ，自立障害や死亡
含 健康障害 招 や い 状態 意味 。 

 

・平均寿命 

  歳時 平均余命 。 

 

・ ー  

ー Portal 玄関 や 入 口 いう意味 あ ， ン ー
入 口 Web 。 

 

・ ー  

  人間 一生 幼年期・児童期・青年期・壮年期・老年期 段階
。 

 

・ ー 

遺産，先人 遺物 。派生的 世代 世代 受 継 や 意味
。 


